
－ 5 －

ム後援）：１．大津圭史『ライブイメージングでと
らえる歯の発生メカニズム』，２．飯村忠浩『多次
元蛍光イメージングと計測による骨格の発生と分化
の新規解析』， ３．谷口彰良『細胞センシング技術
を用いたナノ物質と細胞の相互作用研究』，甲府，
2012 年３月 26-28 日，解剖雑誌 87（Suppl）：22-
23, 2012.

７）大島勇人：象牙質・歯髄複合体の発生・構造・加齢
変化．東京医科歯科大学歯学部特別講義，東京，
2011 年７月５日.

８）大島勇人：第 12 回産学連携フォーラム（歯科再生
医療産学連携会議主催），東京，2011 年 12 月 20 日.

９）斎藤浩太郎：歯の損傷後の歯髄治癒過程における象
牙芽細胞分化機構の解明，平成 23 年度岩垂育英会
奨学生研究成果報告会，大阪，2012 年３月４日.

口腔解剖学分野

【著書】
１）Smith MH, Izumi K, Feinberg SE: Tissue 

engineering. Current Therapy in Oral and 
Maxillofacial Surgery (Eds by Shahrokh C. 
Bagheri, R. Bryan Bell, Husain Ali Khan), Elsevier 
SAUNDERS, St. Louis, MO, Chapter 9, pp. 79-91. 
2011.

２）泉　健次： ７．口腔粘膜の再生医療．再生医学叢
書　第８巻　歯学系　（上田　実，朝比奈　泉編）
日本再生医療学会監修，朝倉書店，東京，2012 印
刷中．

３）前田健康：口腔の構造と機能．（口腔科学会編），口
腔科学，朝倉書店，東京，2012 印刷中.

４）前田健康：歯の構造と機能．（口腔科学会編），口腔
科学，朝倉書店，東京，2012 印刷中.

５）前田健康：歯根膜の感覚機能．歯界展望別冊　歯と
歯列を守るための歯根膜活用術，88-91 頁，医歯薬
出版，東京，2011．

６）井上佳世子：９章　顎関節．ネッター　頭頸部・口
腔顎顔面の臨床解剖学アトラス（前田健康監訳），
255-265 頁，医歯薬出版，東京，2012.

７）前田健康：10 章　翼口蓋窩．ネッター　頭頸部・
口腔顎顔面の臨床解剖学アトラス（前田健康監訳），
267-282 頁，医歯薬出版，東京，2012.

８）前田健康：18 章　耳．ネッター　頭頸部・口腔顎
顔面の臨床解剖学アトラス（前田健康監訳），473-
502 頁，医歯薬出版，東京，2012.

９）前田健康：付録　リンパ管．ネッター　頭頸部・口
腔顎顔面の臨床解剖学アトラス（前田健康監訳），
595-598 頁，医歯薬出版，東京，2012.

population fol lowing al logenic tooth germ 
transplantation in mice. 平成 20 年度私立大学戦略
的研究基盤形成支援事業 2008-2012 歯の形態形成研
究班発表会，東京，2012 年２月 18 日.

６）Ida-Yonemoch i  H :  The ro le  o f  g lycogen 
metabolism in tooth morphogenesis. 平成 20 年度
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 2008-2012 歯
の形態形成研究班発表会，東京，2012 年２月 18 日.

【その他】
１）Ohshima H: Editor-in-Chief, Journal of Oral 

Biosciences.
２）Ohshima H: Advisory Editor, Dental Materials 

Journal.
３）中富満城：平成 23 年度 SCRP 日本代表選抜大会新

潟大学ファカルティアドバイザー，東京，2011 年
８月 19 日.

４）依田浩子：（企画）第 53 回歯科基礎医学会学術大会・
総会　歯科基礎医学会学術シンポジウム（メインシ
ンポジウム１）「歯の形態形成を制御する細胞外環
境のダイナミズム」：１．Yoshihiko Yamada 『Roles 
of extracellular matrix and associated factors in 
d e n t a l  c e l l  d i f f e r e n t i a t i o n  a n d  t o o t h 
morphogenesis』，２．福本　敏 『歯原性上皮の分
化における細胞外マトリックスの機能的役割』，３．
依田浩子 『歯の形態形成における基底膜ヘパラン硫
酸プロテオグリカン・パールカンの機能』，４．山
城　隆 『象牙質形成における糖鎖修飾の役割』，５．
岩本　勉 『象牙芽細胞分化における細胞外マトリッ
クス（ECM）の役割』，岐阜，2011 年９月 30-10
月 2 日，J Oral Biosci 53（Suppl）：67, 2011.

５）本田雅規，大島勇人：（企画）第 53 回歯科基礎医学
会学術大会・総会　サテライトシンポジウム３

「Considerable aspects in dental stem cells（歯の幹
細胞を考える）」：１．本田雅規 『CD271（NGFR）
は歯の間葉系幹細胞のマーカー？』，２．武藤徳子，
石井信之，大島勇人 『歯の再植・移植後の BrdU ラ
ベル歯髄細胞の分化能と細胞増殖・アポトーシスと
の関連』，３．山城　隆 『Cbfb は切歯の上皮幹細胞
の維持と，増殖と分化の領域形成に関与する』，４．
Hyok-Jae Kwon, Han-Sung Jung 『Oct-3/4 
maintains stem cell proliferations in the developing 
mouse incisor』，５．山座孝義 『歯の幹細胞を応用し
た免疫細胞療法学的再生医療』，岐阜，2011 年９月
30 日-10 月２日，J Oral Biosci 53（Suppl）：67, 2011.

６）原田英光，大島勇人：（企画）第 117 回日本解剖学
会総会研究集会・懇話会「硬組織発生・再生を支え
る新規イメージング技術」（歯胚再生コンソーシア



－ 6 －

nerve injury in mice, J. Neurosci., 31(13): 4896-
4905, 2011.

10）Kawaki H, Kubota S, Suzuki A, Suzuki M, Kohsaka 
K, Hoshi K, Fujii T, Lazar N, Ohgawara T, Maeda 
T, Perbal B, Takano-Yamamoto T, Takigawa M: 
Differential roles of CCN family proteins during 
osteoblast differentiation: Involvement of Smad 
and MAPK signaling pathways. Bone. 49(5):975-
989, 2011.

11）Izumi K, Neiva RF, Feinberg SE: Intra-oral 
grafting of tissue-engineered human oral mucosa. 
Oral Craniofac. Tissue Eng., 1(2): 103-111, 2011.

12）前田健康：歯根膜の感覚受容装置の形態学的基盤　
－特にルフィニ神経終末について－．顕微鏡　46

（4）：227-232，2011．
13）小野和宏，大内章嗣，前田健康：学習者主体 PBL

カリキュラムの構築―新潟大学歯学部口腔生命福祉
学科７年のあゆみ―．新潟歯学会雑誌, 41（1）：
1-12，2011．

14）八木沼洋行，松村讓兒，森　千里，前田健康，荒木
伸一，野田泰子，仲嶋一範，河田光博，岡部繁男：
日本解剖学会　将来計画ワーキンググループ最終答
申．解剖誌，86：39-44，2011．

15）小島　拓，芳澤享子，小野由起子，鈴木晶子，坂上
直子，長谷川智香，網塚憲生，織田公光，前田健康，
齊藤　力：骨再生バイオマテリアルと間葉系幹細胞
併用による骨再生向上の解析―培養技術を応用した
新しい骨再生法の展開―．日本歯科医学会誌, 31：
34-38，2012．

【商業誌】
１）柏崎晴彦，寺田典子，泉　健次：歯科再生医療‐食

生活をささえる医療にむけて歯槽骨と口腔粘膜再建
により咀嚼機能向上をめざす‐．BIO INDUSTRY, 
11：38-40，2011.

【研究費獲得】
１）前田健康（研究代表者）：歯根膜ルフィニ神経終末

の発生・再生に関わる新規イオンチャネルの役割．
平成 23 年度　日本学術振興会科学研究費補助金　
基盤研究（B）「一般」，23390418，2011．

２）前田健康（研究代表者）：口腔粘膜創傷治癒に特有
なシグナル伝達の探索　―皮膚と口腔粘膜上皮の相
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９）Komagata S, Chen S, Suzuki A, Yamashita H, 
Hishida R, Maeda T, Shibata M, Shibuki K: Initial 
phase of neuropathic pain within a few hours after 



－ 7 －
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